
ⅠⅠⅠ.研究活動

1.研究部門及び附属施設

進化系統研究部門

形態進化分野

遠藤秀紀 (教授),潰田穣 (助教授),

毛利俊雄 (助手),園松豊 (助手)

早川清治 (技術職員)

茶谷煎 (教務補佐員)

権田絵里,山本亜由美 (大学院生)

<研究概要>

A)インド･インドシナ ･スンダシェルフ領域における

噛乳類多様化機構の生物地理学的解析

遠藤秀紀

タイ,ベ トナム,マレーシア,インドネシア島喚地

域のPf桐L薫別こおいて,系統地理学的変異を遺伝学的･形

態学的に明らかにした.ツパイ類,タイワンリス類,マ

メジカ煩を検討群に用いて噛乳類各群のインド･インド

シナ･スンダシェルフ生殖隔離の実態を把握し,形態と

分子から解析を進めた.とくにクラ地峡近傍では,集団

がどのように環境に定着しフィール ド資源を利用して

いるかという観点から,適応的変異を形態学的に検出し

た.岨嘱 ･食性,ロコモーション,繁殖などの機能性の

高い形質を取り上げ,表現型の多様性について体系的理

解を試みた.

B)盤長類における全身構造の完全三次元デジタル化と

運動機能の力学モデル構築

遠藤秀絶

マカカ類および比較のための食肉目を対象に,運動

様式における生体諸構造間の力学的関係をデジタル空

間座標で確定することを目指して,CTスキャンとレー

ザースキャンにより,骨格のデジタル計測を開始した.

まず前肢を題材に,適応戦略としての移動運動を定丑的

に記述した.また各種の顎構造をデジタル空間の点集合

として記述し,その運動様式を解析することを試みた.

昨今の学界において,霊長類遺体をトータルに､｢知の源

泉｣と見る立場は失われつつある.その結果,｢経営の

合理性のためにサルの遺体を捨てる学界｣という構図が

見えてくることが危倶される.そこでノイエス獲得の効

率性に基づいて遺体を捨てるのではなく,遺体から何が

できるかを多領域横断的に議論し,遺体研究の指針を確

立しながら,実際に研究を継承できる環境を作り上げる

べく,システム作りを開始した.霊草類遺体の高度収

納 ･情報化システムを国際的に先導することを目標に,

必要なインフラや情報技術について,タイ,マレーシア,

ベ トナムをフィール ドに検討を開始した.

D)チンパンジーとニホンザルの成長 ･加齢変化

演田積,茶谷蕪

チンパンジーとよホンザルの身体形態と体組成の

成長 ･加齢変化に関して,縦断的 ･横断的データを収免

し,分析を行らた.どちらの種も,身体サイズ成長は,

主要成長期(Major)と追加成長期 (Minor)の2期で構成

されている.ニホンザルにおける胴長と脊椎状態の年齢

変化を,生殖活動 (メスでの出産)と関連づけて検討し

た結果,生殖の開始が主要成長期に,停止が脊椎の老化

中期にあり,それぞれ成長後･老化開始前にあるヒトと

大きく異なっていることなどを見出した.このような違

いは,それぞれの種の生活史･生殖と関連すると示唆で

きる.

E)タイワンザルとニホンザル交雑個体の形態学的検討

窃田穣,毛利俊雄,団松豊,茶谷蕪

和歌山県下でニホンザルと交雑しているタイワン

ザルの駆除個体に関して,外観写真投影･生体計測･体

色測定 ･尾部の X線写真投影を行い,さらに骨格標本

とするための保存処置を行った.尾長･尾椎数の変異性,

体プロポーションについて,予備的分析を行った.形態

面でさまざまな程度の交雑性が推測され,交雑のひろが

りを予測する.かなりの数,骨格標本が作成されたので,

頭骨 ･歯,･四肢骨などの形態検索を行う予定である.

F)インドシナ半島およびバングラデシュに分布するマ

カクの系統地理学的研究

C)霊長類遺体の総体的生物資源情報化のための国際協

力機構の創設

遠藤秀紀

材料採取によってサンプリング意欲を満たされる
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塔田積,大揮秀行 (社会構造分野),川本芳 (典

団遺伝分野),後藤俊二 (人類進化モデル研究

センター,6月30日付辞職,日本野生動物研

究所-異動)

ベ トナム･ラオス･タイ ･ミャンマー ･バングラデ



シュで,各国研究者との共同研究体制の下にアンケー ト

と巡回調査による分布 ･生息英倍データの収集､一時捕

獲調査によるサンプリング (タイとベ トナム),および

予備的分析を行った.ミャンマー･ラオス･バングラデ

シュ･中国南部では､形憤 ･'迫伝的㌍料を収処し,それ

らの分析を行った.アカゲザルとカニクイザルの間の交

経は,ベ トナム中郡,ラオス中南部,タイ東北部で見ら

れ,インドシナ半島でかなり広掛 こ及んでいることが明

らかになった.分担研究者を含む盃長類研究者の参加を

得て,バンコクにおいて ｢霊長類の生物多様性｣シンポ

ジウムを開催し,マカクを初めとする霊長類に関する研

究発表と議論を行った.これにより,分担研究者の間で

情報･知見･方法論が共有され,今後の調査･研究に活か

せるものと思われる.

G)霊長類の頭蓋学

毛利俊雄

ニホンザル頭蓋骨について,側頭線にひきつづき上

項線の観察･計測をはじめた.まだ定立的な分析はおこ

なっていないが,上項線の位置が項筋の発達の程度を忠

実に反映してはいないように予想される.

H)アフリカ後期中新世類人猿化石の発掘調査

団松豊

東アフリカ,ケニヤ共和国北部のナカリ地域におい

て,古生物学的野外調査をおこなった.ナカリ地域はケ

ニヤの中央を南北に走る東部大地構帯の東縁にあり,こ

こには後期中新世にあたる約 1000万年前の化石産出屑

が露出している.日本隊の野外調査により,大型類人猿

を含む多くの動物化石が採集された.霊長類以外の噴乳

動物相として,ウマ科,サイ科,キリン科,イノシシ科,

ウシ科,ノ)イエナ札 窟歯類などが含まれている.年代

的には,ゴリラの系統が分岐した頃に相当し,かつアフ

リカにおいて類人猿化石がきわめて少ない時期である.

現生アフリカ類人猿･ヒトの共通祖先を探るうえで歪要

な産地になるものと期待される.この調査に関連して,

テッサロニキ大学において,ギリシア産後期中新世大型

粁人狼 ouranopl'thecusmacedom'ensLsの標本調査をおこ

なった.

I)タイにおける古生物学的野外調査

団松珪

タイ北部において古生物学的野外調査を実施した.

大型粁人猿化石を産出しているチェンムアン炭田にお

いて表面採典をおこない,イノシシ科,マメジカ科など

の化石を得た.この化石産地は,化石晴乳類相と古地磁

気屑序から,中新世中期後半から後期前半と示唆される.

また,周辺地域において広域的に露頭の調査をおこなっ

た.

J)東南アジア更新世類人猿化石の標本調査

団松盟

オランダのライデン国立自然史何物付とドイツの

ゼンケンベルク博物館において,インドネシア産出のオ

ランウータン化石の標本調査をおこなった.前者は,ウ

ジェ-ヌ･デュボワによりスマ トラ島で操典されたもの

であり,後者はフォン･ケ一二ヒスヴァル トがジャワ島

にて収集したものが中心である.

<研究業績>

原著論文

1) Endo,H.,Sakai,T.,Itou,T.,Koie,H.,Kimura,J.(2005)

MacroscopicobservationandCTexaminationofthe

heartventricularwallsintheAsianelephant.Mammal

Study30(2):125-130.

2) Hamada,Y.,Wadi,I.,Urasopon,N.,Malaivijitnond,S.

(2005) Preliminary report on yellow long･taiIed

macaques(MacacafascicularLs)atKosumpeeForest

Park,¶ailand.Primates46(4):269-273.

3) Hamada,Y.,Suzuki,J.,Ohkura,S.,Hayakawa,S.(2005)

Changesintesticularandnipplcvolumerelatedtoage

andseasonalityinJapanesemacaques(Macacabscata),
especiatly in the pre-and post-pubertal periods.

Primates46:33-45.

4) Hamada,Y.(2005)Biodiversity ofMacaquesin

Southeast Asia. The Natural History Journal

ChulalongkomUniversitySllpplementI:1-8.

5) Ham ada,Y.,Watanabe,T.,Chatani,K.,Hayakawa,S.,

Iwam oto,M.(2005) MorphometriCal comparison

betweenIndian-andChinese-derivedrhesusmacaques

(Macacamulat(a).AnthropologicalSciencel13(2)･.

183･188.

6) Hamada,Y.,Urasopon,N.,Hadi,I.,Malaivjitnond,S.

(2006)BodySizeandProportionsandPelageColoiof

Free-rangingRhesusMacaques(Macaca.mulatto)&om

aZoneofHybridizationinNortheastem TTLailand.

IntemationalJournalofPrimatology:(inpress).

7) Malaivijiitnond, S., Hamada,Y.,Varavudhi, P.,

Tdkenaka,0.(2005)TheCurrentDistributionand

StatusofMacaquesinThailand.TheNaturalHistory

JoumalorChulalongkomSupplement1:35-45.

8) Malaivijihond,S.,Ham ada,Y.(2005)AnewRecordof
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Stum p-tailedMacaquesin ThailandandtheSympatry

with Long･tailedMacaques.TheNaturalHistory

JoumalChulalongkomUniversity5(2):93-96.

9) Malaivijitnond,S.,Hamada,Y.,Varavudhi,P.,Takenaka,

0.(2006)Distributionandpresentstatusofmacaques

in Thailand. The Natural History Joum al of

ChulalongkomUniversity:(inpress).

10)Nwe,D.,Sam,A.,Min,N.,Thu,M.,Oi,T.,Hamada,Y･

(2005)SpeciesDiversityandDistributionofPrimates

in Myanmar. The Natural History Joum al

ChulalongkomUniversitySupplement1:47-53.

ll) Pickford,M.,Kunimatsu,Y.(2005)Catarrhines&om

山eMiddleMiocene(ca.14.5Ma)ofKipsaraman,

TbgenHills,Kenya.An thorpologiCalScience113(2):

189-224.

12) Sasaki,M.,Endo,H.,Wiig,0.,Derocher,A･E･,Tsubota,

T.,Taru,H.,Yan am oto,M.,Arishima,K.,Hayashi,Y.,

Kitamura,N.,Yamada,J.(2005)Adaptationofthe

hindlimbsforclimbinginbears.Am alsofAn atomy

187(1):153-160.

13) Tdkahashi,T.,HigashinO,A.,Tdkagi,K.,Kamanaka,Y.,

Abe,M.,Morimoto,M.,Kwan,K.,Goto,S.,Suzuki,J.,

Hamada,Y.,Kageyama,T.(2005)Characterizationof

obesity in Japanesemonkeys(Macacabscata)ina

pedigreedcolony.JoumalofMedicalPrimatology35:

30-37.

14) 菊池泰弘,演田穣 (2005)マカク属 5種における骨

形 態 特 徴 一 槙 骨 と艦 骨 の 断 面 特 性 -

An thropologiGalScience (Japanese Series) 113(1):

27-41.

15) 毛利俊雄,遠藤秀紀,中務真人,渡辺 毅 (2005)ニ

ホンザル上顎第 2大臼歯攻合面の象牙質露出の拡

大にみ られ る 2つのパターン.形態科学 8(2):

91-92.

総説

I) Endo,H.,Watanabe,Y.,Kimura,J.,Yamada,J.(2005)

Osteobgical Characteristics of 血e No血em

Smooth-tailedTreeShrew(Dendrogalemurina)am ong

SpeciesorScandentia.MystreiousArborealTupai;也e

Northemsmooth-tailedtreeshrew(DendT10galemurina)

(Eds.H.EndoandJ.Yamada.)KyotoUniversity,Aichi:

ト20.

2) Endo,H.,Watanabe,Y.,Kimura,J.,Yamada,J.(2005)

Functional Morphology of the Masticatory and

Locomotor Muscle Systems and the Related

OccurrenceoftheThoracicMusclesintheNorthem

Smooth-tailed Tree Shrew (DendllOgale murina).

MystreiousArborealTupai;theNorthemsmooth-tailed

treeshrew(Dendrvgalemurina)(Eds.H.EndoandJ.

Yamada.)KyotoUniversity,Aichi:21130.

3) Hamada,Y.,Udono,T.(2006)Understandingthe

grow也pattem ofchimpanzees:Doesitconservethe

pattem ofthecomm on ancestorofhumanSand

chimpanzees?Cogmitivedevelopmentinchimpanzees.

(eds.)MatsuzawaT"TomonagaM"TanakaH.:961112.

4) Kunimatsu,Y.,Ratanasthien,B.,Nakaya,H.,Saegusa,

H.,Nagaoka,S.(2005)Hominoidfわssilsdiscovered

丘om ChiangMuan,northem Thailand:thefirststep

towardsunderstandinghominoidevolutioninNeogene

SoutheastAsia.An thropologicalScience113(I):85･93.

5) Kunimatsu,Y.,Ratanasthien,B.,Nakaya,H.,Saegusa,

H.,Nagaoka,S.,Jintasakul,P.(2005)Primateevolution

intheNeogeneSoutheastAsia:Recentdiscoveriesof

hominoidfossilsin Thailand.TheNaturalHistory

JoumalofChulalongkom UniversitySupplement1:

21-27.

6) Yam ada, J., Sasaki, M., Akabane, C.,

Rerkamnuaychoke, W., Endo, H., Kimura, J.,

Kurohmaru,M.,Kitamura,N.,Nishida,T.(2005)

ImmumohistochemicalStudy of Gastric Digestive

Enzymesin theNorthem Smooth-tailedTreeShrew

(DendrogalemurL'77a)..MystreiousArborealTupai;the

Northemsmooth･tailedtreeshrew(DendT10galemuri770)

(Eds.H.EndoandJ.Yam ada.)KyotoUniversity,Aichi:
47-50.

7) Yamada,J.,Sasaki,M.,Rerkamnuaychoke,W.,Endo,

H.,Kimura,J.,Kurohmaru,M.,Kitamura,N.,Nishida.

T.(2005)Immunohistochemical SurveyoftheGut

EndocrineCellsintheNorthem Smooth-tailedTree

shrew (Dendrogalemurina).MystreilousArboreal

Tupai; the Northem smooth-tai1ed tree shrew

(Dendrogalemurina)(Eds.H.EndoandJ.Yam ada.)

KyotoUniversity,Aichi:39146.

8) Yam ada,J.,Sasaki,M.,Rerkamnuaychoke,W.,Endo,

H.,Kimura,J.,Kurohmaru,M.,Kitamura,N.,Nishida,

T.(2005)MacroscopicAn atomyandHistologyon

DigestiveTract,LiverandPancreasofthとNonhem

Smooth･tailedTreeShrew(Dendrogalemurina).In:

MystreiousArborealTupai;theNorthemsmooth-tailed

treeshrew(Dendrogalemurina)(Eds.H.,EndoandJ.

Yamada.)KyotoUniversity,Aichi:31･38.

9) 演田積,大浮秀行,後藤俊二,川本芳,大井徹,

Malaivijitnond,S.(2005)東南アジアにおけるマカ

クの分布 と生息実態に関する調査 ･研究の現状.

<Distribution and presentstatusofmacaquesin

South･EastAsia>.霊長類研究 21(1):75-84.

10)溝田積,渡過穀,suryobroto,B.,岩本光雄 (2006)

スラウェシマカクの形態学的特徴:IISomatometry.

･フィール ド科学-の招待一遺伝子の恋からみた動

物たち :285･301.京都大学出版会.
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ll)囲松盟 (2005)新生代後期アフロ･ユーラシアに

おける化石琉入校.月刊地球 27(8):630･635.

報告

1) Denduangboripant,J.,MaIaivijitnond,S.,Hamada,Y.,

Varavudhi,P.,Takenaka,0.(2005)GeneticDiversity

and Phylogeography ofLong-tailed Macaquesin

Southeast Asia. The Natural History Joumal

ChulalongkomUniversitySupplementI:89.

2) Min,N.,Oi,T.,Hamada,Y.(2005)PreliminarySttIdy

ontheEcologyofLeafMonkeys(TrachwLlthecus

obscuTuSOrT phayrez)in PopaMountainPark,
Myarmar.nleNaturalHistoryJoumalChulalongkom

UniversitySupplementl:101.

3) Pathoum thong,B, Vongsombath,C.,Kurita,H.,

Hamada,Y.(2005)SpeciesDiversityandDistribution

ofPrimatesinLaoPDR.TheNaturalHistoryJoumalof

ChulalongkomUniversitySupplement1:102.

4) Son,V.,Malaivijitnond,S.,Hamada,Y.(2005)Present

StatusofPrimates,EspeciallyMacaquesinVietnam.

TheNaturalHistoryJoumalChulalongkomUniversity

SupplementI:108.

5) 毛利俊雄 (2005)額田の若オス.形態科学 8(2):

101-104.

その他雑誌

1) 毛利俊雄 (2005)ホミニゼーションと明石原人.形

態科学 9(1):pp.1.

翻訳

I) 中務真人,団松豊 訳 (2005)第三千年紀:人類の初

期進化について明らかになった新しい一章.(Senut,

B.乳 Thirdmillenium :anewchapteropenedinthe

historyofourearliestorigins)642-647,月刊地球

27(8).

学会発表

I) Denduangboripant,J.,Malaivijitnond,S.,Hamada,Y.,

Varavudhi,P.,Takenaka,0.(2005)GeneticDiversity

and Phylogeography ofLong-tailed Macaquesin

Sou血eastAsia.IntemationalSymposiumonSou血east

AsianPrimateResearch:BiodiversityShldy丘omDNA

toEcosystem (Oct.2005,Bangkok,Thailand)ーThe

NaturalHistoryJoumalofChulalongkom University

Supplement1:89.

2) Endo,H.(2005)Perspectiveordeadbodyscience

FROM HCMR.HCNRMeetingsinBangkok即ov.

2005,Bangkok,Thailand).

3) Endo,H.(2005)Perspectiveoffunctionalmorphology

andrelatedimageanalysis.TheNinthlntemational

MammalogicalCongress(Jut.2005,Sapporo,Japan)
AbstractsorIMC9:5.

4) Endo,H.(2005)Thepanda'spseudo･thtJmbandthe

possibilityof3D dataoftheskeleton.TheNinth

lntemationalMammalogicalCongress (Jul.2005,
Sapporo,Japan)AbstractsorIMC9:195.

5) Endo, H. (2005) Macroscopic anatomy and

ultrastructureoftheheartintheAsianelephant.The

ninthlntemationalMammalogicalCongress(2005年

7･8月,札幌)AbstractsofIMC9:28.

6) Hamada,Y.,Oi,T.,Ohsawa,H.,Kurita,H.,Goto,S.,

KawamotoYoshi.,Malaivijitnond,S.(2006)Current

StatusofRhesdsandLong-tailMacaquesandtheir
conservation in Southeast Asia. China Fusui

lntemationalPrimatologicalSymposium`̀ConseⅣation

andUtilizationofPrimateResourcesH(Mar.2006,
FusuiCountyGuangxi,China)Abstratct:6-7.

7) Hamada,Y.(2005)Biodiversity ofMacaquesin

Sou山eastAsia.IntemationalSymposiumonSou仇east

AsianPrimateResearch:BiodiversityStudyfromDNA

toEcosystem (Oct.2005,Bangkok,Thailand)The

NaturalHistoryJoumalofChulalongkom University

Supplement1:ト8.

8) Hamada,Y･,Chatani,K･,Hayakawa,S.,Newell･叫orris,

L,Suzuki,J･(2005)Grow血 andAginginJapanese

-Macaques(MacacajiLSCa(a):Trunklengthandbone

mineralContent.No.13.8.15山IntemationalCongress

ofComparativeEndocrinology(May.2005,Boston,
U.S.A.)15thIntemationalCongressofComparative

EndocrinologyFinalProgram:78.

9) Hamada,Y.,Chatani,K.,Hayal(awa,S.,Newell･M,L.,

Suzuki,J.(2005)Growth andaging inJapanese

macaques(Macacafuscata):trunklength andbone

mineralcontent.第59回日本人類学会大会シンポジ

ウム2"Grow血,AgingandMotorPerformance"Oiov.

2005,Yokohama,Japan)Anthropological.Sciencte

l13(3):310.

10)Hayashida,A.,Endo,H.,Oshida,T.,Sasaki,M.,

Tdkano,A.,Kawada,S.,Kimura,J.,Kitamura,N.,

Yamada, J･ (2006) Gray-belIied squirrel and

belly-banded squlrrel of Southeast Asia: Skull

morphologyandadaptation6.FourthIntemationalTree

SquirrelColloqulum andFirstIntemationalFlying

SquirrelColloquium 2006(Mar.2006,PeriyarTiger

Reserve,Kerala,India)AbstractsofColloquium :85.

ll)Hayashida, A･, Endo, H., Fukuta, K. (2005)

Geographicalvariationoftheskullofthelessermouse

deer･neNinthIntemationalMammalogicalCongress
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(Jul.2005,Sapporo,J叩叫)AbstractsOrIMC 9:
119-120.
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集団迫伝分野

川本芳 (助教授),田中洋之 (助手)

川本咲江 (技能補佐員)

川合静 (大学院生)

<研究概要>

A)ニホンザルの集団迫伝学的研究

川本芳,川合静,川本咲江

共同利用研究の計画研究 ｢野生霊長類の保全生物

学｣のとりまとめ研究会を催した.一共同利用研究の成果

に基づきミトコンドリア遺伝子変異の命名を統一し,各

地の分布情報をとりまとめ,変異記載に関する基準化を

進めた.またニホンザルの成立過程に関する研究成果を

博物館公開講座 (京都大学､神奈川県立博物館),国際

学会等で発表した.さらにニホンザルにみられる Y 染

色体マイクロサテライ トDNA多型の調査結果について

第21回日本霊長類学会で発表した.

B)マカカ属サルの系統関係

川本芳

アッサムモンキーとアカゲザルの地域典団分化の

分析を進めた.アッサムモンキーではミトコンドリア遺

伝子の多様性に関してブータンとイン ドシナ (タイとラ

オス)の集団比較を行った結果をまとめ,インド東北部

アルナチヤールプラデシュで発見された新穂 Macaca

munzalaとの関係,ヒマラヤ山岳地符でのアカゲザル と

の生息地分化の問題点を検討 した｡10月にバングラデ

シFlを訪れ,ダッカ市内のアカゲザル群を観察し,現地

研究者と今後の共同研究計画について検討を行った｡

C)マカカ属サルの交雑に関する迫伝学的研究

川本芳,川合静,川本咲江

12月に千茶県房総半島でアカゲザルとニホンザル

の交雑群の生息英憤調査に参加し,糞試料を用いた遺伝

的モニタリングを進めた.また,和歌山県ではタイワン

ザル交雑群の遺伝学的調査を継続している.倉敷で開催

された第 21回日本霊長類学会で自由集会を催 しこれら

の研究結果を発表した.また,札幌で開催された第 9回

国際晴乳類学会､タイのバンコクで開催された国際シン

ポジウムでも交雑問題に関する研究成果を発表した.さ

らに, 交 雑評 価 に利 用 で き る 7W 1(natural

resistance-associatedmacrophageprotein1)のDNA変異に

ついて論文を公表した.下北半島のタイワンザル群の交
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